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１．概要（Summary） 

エレクトレットを用いた静電誘導発電には表面電荷密

度のより高いエレクトレット材料を開発することが重要であ

る。[1]。今回はオキシハイドロキシアパタイト（OHA)をエ

レクトレット化した時の耐湿性を改善するために SiN 膜を

成膜し、その効果を検証する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  住友精密 PECVD装置 

【実験方法】 

OHAサンプルをプラズマクリーナで 100 W, 2 min処

理し、380 ℃, 30 min加熱をした後に住友精密PECVD

装置にて成膜した。成膜温度は 250/350℃（上側/下側電

極）で使用ガスは SiH4, NH3, C4F8を使用し、東北大学

試作コインランドリ標準条件で成膜をした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

積層後のサンプルを Fig. 1 に示す。基本的に白色

のサンプルであるが、成膜後はうっすらとブルー系の光

を反射した状態が観察できる。今後 SiN 膜付きの OHA

をエレクトレット荷電処理し、エレクトレット表面電位の経

時変化を観察 、 さ らに脱分極電流 （ Thermally 

stimulated current)測定にて エレクトレットの電位劣

化特性を評価する。 

 

Fig. 1 Picture of OHA with SiN.. 
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